
(57)【要約】

【課題】　安価で、取り扱いが容易で、除振性能と制振

性能を併せ持つ除振制振装置を提供することを課題とす

る。

【解決手段】

　試料室（機器搭載台）５と空気ばね３とからなる系の

振動に、第１減衰力と、該第１減衰力より大きな第２減

衰力とのうちの一方の減衰力を選択的に加えることが可

能な減衰手段（エアシリンダ１１、ゴムダンパ１５）と

、除振を行う場合には減衰手段の第１減衰力を試料室５

と空気ばね３とからなる系に加え、制振を行う場合には

減衰手段の第２減衰力を試料室５と空気ばねとからなる

系に加える制御手段とを有する。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 移 動 す る ス テ ー ジ を 有 す る 機 器 搭 載 台 が ベ ー ス に 対 し て 空 気 ば ね を 介 し て 支 持 さ れ る 放
射 線 ビ ー ム 装 置 に 設 け ら れ る 制 振 除 振 装 置 お い て 、
　 前 記 機 器 搭 載 台 と 前 記 空 気 ば ね と か ら な る 系 の 振 動 に 、 第 １ 減 衰 力 と 、 該 第 １ 減 衰 力 よ
り 大 き な 第 ２ 減 衰 力 と の う ち の 一 方 の 減 衰 力 を 選 択 的 に 加 え る こ と が 可 能 な 減 衰 手 段 と 、
　 除 振 を 行 う 場 合 に は 前 記 減 衰 手 段 の 第 １ 減 衰 力 を 前 記 機 器 搭 載 台 と 前 記 空 気 ば ね と か ら
な る 系 に 加 え 、 制 振 を 行 う 場 合 に は 前 記 減 衰 手 段 の 第 ２ 減 衰 力 を 前 記 機 器 搭 載 台 と 前 記 空
気 ば ね と か ら な る 系 に 加 え る 制 御 手 段 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 制 振 除 振 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 減 衰 手 段 は 、
　 前 記 ベ ー ス に 設 け ら れ 、 前 記 機 器 搭 載 台 に 離 反 ／ 当 接 可 能 な 弾 性 体 と 、
　 該 弾 性 体 を 駆 動 す る 駆 動 部 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 弾 性 体 が 前 記 機 器 搭 載 台 に 離 反 し た 状 態 で は 前 記 第 １ 減 衰 力 、 前 記 弾 性 体 が 前 記 機
器 搭 載 台 に 当 接 し た 状 態 で は 前 記 第 ２ 減 衰 力 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 制 振
除 振 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 減 衰 手 段 は 、
　 前 記 空 気 ば ね に 空 気 を 供 給 す る 管 路 に 設 け ら れ る 第 １ オ リ フ ィ ス と 、
　 前 記 空 気 ば ね に 空 気 を 供 給 す る 管 路 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ オ リ フ ィ ス の オ リ フ ィ ス 径 よ
り 径 が 小 さ な 第 ２ オ リ フ ィ ス と 、
　 前 記 第 １ オ リ フ ィ ス 、 前 記 第 ２ オ リ フ ィ ス を 切 り 替 え る 駆 動 部 と 、
を 有 し 、
　 前 記 第 １ オ リ フ ィ ス を 前 記 管 路 に 設 け た 状 態 で は 前 記 第 １ 減 衰 力 、 前 記 第 ２ オ リ フ ィ ス
を 前 記 管 路 に 設 け た 状 態 で は 前 記 第 ２ 減 衰 力 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 制 振
除 振 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 移 動 す る ス テ ー ジ を 有 す る 機 器 搭 載 台 が ベ ー ス に 対 し て 空 気 ば ね を 介 し て 支
持 さ れ る 放 射 線 ビ ー ム 装 置 に 設 け ら れ る 制 振 除 振 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 放 射 線 ビ ー ム 装 置 、 例 え ば 、 ウ エ ハ 観 察 用 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 架
台 （ ベ ー ス ） １ 上 に 空 気 ば ね ３ を 介 し て 試 料 室 （ 機 器 搭 載 台 ） ５ が 設 け ら れ る 。 試 料 室 ５
内 に は 、 試 料 が 設 け ら れ 、 移 動 す る ス テ ー ジ ７ が 配 置 さ れ 、 試 料 室 ５ 上 に は 、 内 部 に 電 子
銃 、 集 束 レ ン ズ 、 対 物 レ ン ズ 等 が 設 け ら れ 、 ス テ ー ジ ７ 上 の 試 料 に 対 し て 電 子 線 （ 放 射 線
ビ ー ム ） を 照 射 す る 鏡 筒 ９ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 空 気 ば ね ３ は 、 図 ６ の Ａ （ 除 振 重 視 ） に 示 す よ う な 伝 達 特 性 が 得 ら れ る よ う に
設 計 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 空 気 ば ね ３ の （ 固 有 振 動 数 × √ ２ ） よ り 高 い 周 波 数 で は 、 振
動 が 減 衰 す る 。 す な わ ち 、 床 か ら の 振 動 の 侵 入 を 抑 え る こ と が で き る 。 但 し 、 空 気 ば ね の
固 有 振 動 数 と 同 じ 周 波 数 の 振 動 が 床 に あ る 場 合 は 共 振 現 象 を 起 こ し 、 試 料 室 ５ が 大 き く 振
動 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 試 料 室 ５ に 外 力 が 加 わ っ た 場 合 、 例 え ば 、 試 料 室 ５ の ス テ ー ジ ７ を 移 動 さ せ た 場
合 で も 、 試 料 室 ５ が 空 気 ば ね ３ の 固 有 振 動 数 で 揺 れ て し ま う 。 試 料 室 を 揺 れ に く く す る 、
又 は 揺 れ て も す ぐ に 振 動 が 収 ま る よ う に す る に は 、 図 ６ の Ｂ （ 制 振 重 視 ） の よ う な 特 性 に
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す れ ば よ い 。 し か し 、 こ の 場 合 、 共 振 倍 率 が 減 る も の の 、 空 気 ば ね ３ の （ 固 有 振 動 数 × √
２ ） よ り 高 い 周 波 数 で は 減 衰 率 が 小 さ く な っ て し ま い 、 高 倍 率 ・ 高 分 解 能 で 観 察 す る 際 に
、 床 か ら の 振 動 の 影 響 を 受 け 、 高 倍 率 の 性 能 を 維 持 で き な い 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 空 気 ば ね の 減 衰 を 調 整 す る 手 法 は 様 々 な も の が あ る 。 し か し 、 除 振 と 、 制 振 と の 相 反 す
る 機 能 を 両 立 で き な い の で 、 い ず れ か を 重 視 し た 調 整 が な さ れ て い る 。 こ の よ う な 除 振 装
置 を パ ッ シ ブ (Passive)型 除 振 装 置 と い う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な パ ッ シ ブ 型 除 振 装 置 に 対 し て 、 ア ク テ ィ ブ (Active)制 御 型 の 除 振 装 置 が 提 案
さ れ て い る 。 ア ク テ ィ ブ 型 除 振 装 置 の 一 例 と し て 、 空 気 ば ね 上 の 振 動 を 加 速 度 計 等 で 測 定
し 、 そ の 振 動 を 打 ち 消 す よ う に リ ニ ア モ ー タ 等 の ア ク チ ュ エ ー タ で 力 を 加 え る フ ィ ー ド ・
バ ッ ク 制 御 を 用 い る と 共 に 、 ス テ ー ジ の 移 動 情 報 等 に よ り 予 め 振 動 が 発 生 し な い よ う に リ
ニ ア モ ー タ 等 の ア ク チ ュ エ ー タ で 力 を 加 え る フ ィ ー ド ・ フ ォ ワ ー ド 制 御 を 用 い る タ イ プ が
あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ８ ７ ２ ３ ５ 号 公 報 （ 第 ４ 頁 － 第 ７ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 ア ク テ ィ ブ 型 除 振 装 置 は 、 加 速 度 計 等 の セ ン サ や ア ク チ ュ エ ー タ や 複 雑 な 制 御
回 路 等 が 必 要 と な り 、 非 常 に 高 価 で あ る 。 ま た 、 チ ュ ー ニ ン グ に 高 い 技 術 が 必 要 で 客 先 で
長 期 間 性 能 を 維 持 す る こ と が 難 し い 。 更 に 、 予 測 外 の 力 が 作 用 し た 場 合 に 制 御 不 能 と な り
発 振 し て し ま う 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 課 題 は 、 安 価 で 、 取 り 扱 い が 容 易 で 、
除 振 性 能 と 制 振 性 能 を 併 せ 持 つ 除 振 制 振 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 移 動 す る ス テ ー ジ を 有 す る 機 器 搭 載 台 が ベ ー ス に 対 し て 空 気 ば
ね を 介 し て 支 持 さ れ る 放 射 線 ビ ー ム 装 置 に 設 け ら れ る 制 振 除 振 装 置 お い て 、 前 記 機 器 搭 載
台 と 前 記 空 気 ば ね と か ら な る 系 の 振 動 に 、 第 １ 減 衰 力 と 、 該 第 １ 減 衰 力 よ り 大 き な 第 ２ 減
衰 力 と の う ち の 一 方 の 減 衰 力 を 選 択 的 に 加 え る こ と が 可 能 な 減 衰 手 段 と 、 除 振 を 行 う 場 合
に は 前 記 減 衰 手 段 の 第 １ 減 衰 力 を 前 記 機 器 搭 載 台 と 前 記 空 気 ば ね と か ら な る 系 に 加 え 、 制
振 を 行 う 場 合 に は 前 記 減 衰 手 段 の 第 ２ 減 衰 力 を 前 記 機 器 搭 載 台 と 前 記 空 気 ば ね と か ら な る
系 に 加 え る 制 御 手 段 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 制 振 除 振 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 制 御 手 段 は 、 除 振 を 行 う 場 合 に は 前 記 減 衰 手 段 の 第 １ 減 衰 力 を 前 記 機 器 搭 載 台 と 前 記 空
気 ば ね と か ら な る 系 に 加 え 、 制 振 を 行 う 場 合 に は 前 記 減 衰 手 段 の 第 ２ 減 衰 力 を 前 記 機 器 搭
載 台 と 前 記 空 気 ば ね と か ら な る 系 に 加 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 前 記 減 衰 手 段 は 、 前 記 ベ ー ス に 設 け ら れ 、 前 記 機 器 搭 載 台 に 離
反 ／ 当 接 可 能 な 弾 性 体 と 、 該 弾 性 体 を 駆 動 す る 駆 動 部 と 、 を 有 し 、 前 記 弾 性 体 が 前 記 機 器
搭 載 台 に 離 反 し た 状 態 で は 前 記 第 １ 減 衰 力 、 前 記 弾 性 体 が 前 記 機 器 搭 載 台 に 当 接 し た 状 態
で は 前 記 第 ２ 減 衰 力 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 制 振 除 振 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 制 御 手 段 は 、 除 振 を 行 う 場 合 に は 減 衰 手 段 の 駆 動 部 を 駆 動 し て 弾 性 体 を 機 器 搭 載 台 か ら
離 反 さ せ 、 制 振 を 行 う 場 合 に は 減 衰 手 段 の 駆 動 部 を 駆 動 し て 弾 性 体 を 機 器 搭 載 台 に 当 接 さ
せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 具 体 的 な 構 成 の 一 例 と し て 、 エ ア 、 油 圧 、 電 動 シ リ ン ダ と 、 こ の シ リ ン ダ の ス ピ ン ド ル
に 設 け ら れ た ゴ ム 等 の 弾 性 体 と か ら な る も の あ る 。
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　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 前 記 減 衰 手 段 は 、 前 記 空 気 ば ね に 空 気 を 供 給 す る 管 路 に 設 け ら
れ る 第 １ オ リ フ ィ ス と 、 前 記 空 気 ば ね に 空 気 を 供 給 す る 管 路 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ オ リ フ
ィ ス の オ リ フ ィ ス 径 よ り 径 が 小 さ な 第 ２ オ リ フ ィ ス と 、 前 記 第 １ オ リ フ ィ ス 、 前 記 第 ２ オ
リ フ ィ ス を 切 り 替 え る 駆 動 部 と を 有 し 、 前 記 第 １ オ リ フ ィ ス を 前 記 管 路 に 設 け た 状 態 で は
前 記 第 １ 減 衰 力 、 前 記 第 ２ オ リ フ ィ ス を 前 記 管 路 に 設 け た 状 態 で は 前 記 第 ２ 減 衰 力 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 制 振 除 振 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 制 御 手 段 は 、 除 振 を 行 う 場 合 に は 減 衰 手 段 の 駆 動 部 を 駆 動 し て 第 １ オ リ フ ィ ス を 管 路 に
設 け 、 制 振 を 行 う 場 合 に は 減 衰 手 段 の 駆 動 部 を 駆 動 し て 第 ２ オ リ フ ィ ス を 管 路 に 設 け る 。
　 具 体 的 な 構 成 の 一 例 と し て は 、 第 １ オ リ フ ィ ス が 設 け ら れ た 第 １ 管 路 と 、 第 ２ オ リ フ ィ
ス が 設 け ら れ た 第 ２ 管 路 と 、 第 １ 管 路 、 第 ２ 管 路 を 切 り 替 え る 電 磁 切 り 替 え 弁 と が あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 前 記 機 器 搭 載 台 と 前 記 空 気 ば ね と か ら な る 系 の 振
動 に 、 第 １ 減 衰 力 と 、 該 第 １ 減 衰 力 よ り 大 き な 第 ２ 減 衰 力 と の う ち の 一 方 の 減 衰 力 を 選 択
的 に 加 え る こ と が 可 能 な 減 衰 手 段 と 、 除 振 を 行 う 場 合 に は 前 記 減 衰 手 段 の 第 １ 減 衰 力 を 前
記 機 器 搭 載 台 と 前 記 空 気 ば ね と か ら な る 系 に 加 え 、 制 振 を 行 う 場 合 に は 前 記 減 衰 手 段 の 第
２ 減 衰 力 を 前 記 機 器 搭 載 台 と 前 記 空 気 ば ね と か ら な る 系 に 加 え る 制 御 手 段 と を 有 し て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 除 振 を 行 う 場 合 と 制 振 を 行 う 場 合 と の ２ つ の 場 合 に 応 じ て 、 制 御 手 段 は 機 器 搭 載 台 と 空
気 ば ね と か ら な る 系 に 加 え る 減 衰 力 を 切 り 替 え る だ け な の で 、 制 御 が 容 易 で 、 チ ュ ー ニ ン
グ も 不 要 で 、 長 期 間 性 能 を 維 持 す る こ と が 可 能 で 、 予 測 外 の 力 が 作 用 し た 場 合 に 制 御 不 能
と な ら な い 。 更 に 、 高 価 な セ ン サ や 複 雑 な 制 御 回 路 等 が 不 要 と な る の で 、 安 価 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 弾 性 体 の 材 質 、 形 状 を 変 え る こ と で 、 所 望 の 第 ２ 減 衰 力
を 得 る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 第 １ オ リ フ ィ ス 、 第 ２ オ リ フ ィ ス の オ リ フ ィ ス 径 を 変 え
る こ と で 、 所 望 の 第 １ 減 衰 力 、 第 ２ 減 衰 力 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 第 １ 形 態 例 ）
　 第 １ 形 態 例 を ウ エ ハ 観 察 用 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 に 適 用 し た 場 合 の 発 明 部 分 の 構 成 図 で あ る
図 １ 、 図 １ の 電 気 的 構 成 を 説 明 す る 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 機 器 搭 載 台 と し て の 試 料 室 ５ は 空 気 ば ね ３ を 介 し て ベ ー ス と し て の 架 台
１ に 支 持 さ れ て い る 。 本 形 態 例 の 試 料 室 ５ と 空 気 ば ね ３ と か ら な る 系 の 振 動 に 、 減 衰 力 を
与 え る 減 衰 手 段 は 、 架 台 １ に 設 け ら れ 、 駆 動 部 と し て の エ ア シ リ ン ダ １ １ と 、 こ の エ ア シ
リ ン ダ １ １ の ス ピ ン ド ル １ ３ の 先 端 に 設 け ら れ た 弾 性 体 と し て の ゴ ム ダ ン パ １ ５ と か ら な
っ て い る 。 エ ア シ リ ン ダ １ １ を 駆 動 す る こ と に よ り 、 ゴ ム ダ ン パ １ ５ は 試 料 室 ５ に 離 反 （
図 に お い て ２ 点 鎖 線 で 示 す ） ／ 当 接 （ 図 に お い て 実 線 で 示 す ） 可 能 と な っ て い る 。 す な わ
ち 、 ゴ ム ダ ン パ １ ５ が 試 料 室 ５ か ら 離 反 し た 状 態 で は 第 １ 減 衰 力 を 、 ゴ ム ダ ン パ １ ５ が 試
料 室 ５ に 当 接 し た 状 態 で は 第 ２ 減 衰 力 を 試 料 室 ５ と 空 気 ば ね ３ と か ら な る 系 の 振 動 に 与 え
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ９ は エ ア シ リ ン ダ １ １ を 駆 動 す る 圧 縮 エ ア の エ ア シ リ ン ダ １ １ に 対 す る 導 入 方 向 を 切
り 替 え る 電 磁 切 り 替 え 弁 で あ る 。
　 次 に 、 図 ２ を 用 い て 図 １ の 電 気 的 構 成 を 説 明 す る 。 ２ １ は 操 作 者 が 選 択 的 に 押 す 除 振 ス
イ ッ チ ２ ３ 、 制 振 ス イ ッ チ ２ ５ か ら の 信 号 を 取 り 込 ん で 、 電 磁 切 り 替 え 弁 １ ９ を 駆 動 す る
制 御 手 段 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 上 記 構 成 の 作 動 を 説 明 す る 。 高 倍 率 ・ 高 分 解 能 で 観 察 す る 場 合 （ 除 振 性 能 を 重
視 す る 場 合 ） に は 、 操 作 者 は 、 除 振 ス イ ッ チ ２ ３ を 押 す 。 制 御 手 段 ２ １ は 除 振 ス イ ッ チ ２
３ が 押 さ れ る と 、 電 磁 切 り 替 え 弁 １ ９ を 駆 動 し て 、 エ ア シ リ ン ダ １ １ の ス ピ ン ド ル １ ３ を
引 っ 込 め る 。 す な わ ち 、 ゴ ム ダ ン パ １ ５ を 試 料 室 ５ か ら 離 反 さ せ る 。 す る と 、 空 気 ば ね ３
は 図 ６ の Ａ 除 振 重 視 の 特 性 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 試 料 室 ５ の ス テ ー ジ を 移 動 さ せ る 場 合 （ 制 振 性 能 を 重 視 す る 場 合 ） に は 、 操 作 者
は 制 振 ス イ ッ チ ２ ５ を 押 す 。 制 御 手 段 ２ １ は 制 振 ス イ ッ チ ２ ５ が 押 さ れ る と 、 電 磁 切 り 替
え 弁 １ ９ を 駆 動 し て 、 エ ア シ リ ン ダ １ １ の ス ピ ン ド ル １ ３ を 出 す 。 す な わ ち 、 ゴ ム ダ ン パ
１ ５ を 試 料 室 ５ に 当 接 さ せ る 。 す る と 、 空 気 ば ね ３ は 図 ６ の Ｂ 制 振 重 視 の 特 性 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
（ １ ） 除 振 を 行 う 場 合 と 制 振 を 行 う 場 合 と の ２ つ の 場 合 に 応 じ て 、 制 御 手 段 ２ １ は 試 料 室
５ と 空 気 ば ね と か ら な る 系 に 加 え る 減 衰 力 を 切 り 替 え る だ け な の で 、 制 御 が 容 易 で 、 チ ュ
ー ニ ン グ も 不 要 で 、 長 期 間 性 能 を 維 持 す る こ と が 可 能 で 、 予 測 外 の 力 が 作 用 し た 場 合 に 制
御 不 能 と な ら な い 。 更 に 、 高 価 な セ ン サ や 複 雑 な 制 御 回 路 等 が 不 要 と な る の で 、 安 価 で あ
る 。
（ ２ ） ゴ ム ダ ン パ の 材 質 、 形 状 を 変 え る こ と で 、 所 望 の 第 ２ 減 衰 力 、 す な わ ち 、 制 振 性 能
を 得 る こ と が で き る 。
（ 第 ２ 形 態 例 ）
　 第 ２ 形 態 例 を ウ エ ハ 観 察 用 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 に 適 用 し た 場 合 の 発 明 部 分 の 構 成 図 で あ る
図 ３ 、 図 ３ の 電 気 的 構 成 を 説 明 す る 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。 尚 、 本 形 態 例 と 第 １ 形 態 例 と
の 相 違 点 は 、 本 形 態 例 で は エ ア シ リ ン ダ や ゴ ム ダ ン パ が な い 点 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 本 形 態 例 の 減 衰 手 段 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 空 気 ば ね に ３ に 接 続 さ れ 、 空 気 ば
ね ３ に 圧 縮 空 気 を 供 給 可 能 な 第 １ 管 路 ４ １ に 設 け ら れ た 第 １ オ リ フ ィ ス ４ ５ と 、 第 ２ 管 路
４ ３ に 設 け ら れ 、 オ リ フ ィ ス 径 が 第 １ オ リ フ ィ ス ４ ５ の 径 よ り 小 さ な 第 ２ オ リ フ ィ ス ４ ７
と 、 第 １ 管 路 ４ １ 、 第 ２ 管 路 ４ ３ と を 切 り 替 え る 駆 動 部 と し て の 電 磁 切 り 替 え 弁 ４ ９ と か
ら な っ て い る 。 本 形 態 例 で は 、 第 １ オ リ フ ィ ス ４ ５ の 直 径 を ０ ． ８ ｍ ｍ 、 第 ２ オ リ フ ィ ス
４ ７ の 直 径 を ０ ． ３ ｍ ｍ と し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 電 磁 切 り 替 え 弁 ４ ９ を 切 り 替 え る こ と に よ り 、 圧 縮 空 気 は 第 １ オ リ フ ィ ス ４ ５ が 設 け ら
れ た 第 １ 管 路 ４ １ 又 は 第 ２ オ リ フ ィ ス ４ ７ が 設 け ら れ た 第 ２ 管 路 ４ ３ を 介 し て 空 気 ば ね ３
に 導 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 空 気 ば ね ３ に 導 入 さ れ る 圧 縮 空 気 が 第 １ オ リ
フ ィ ス （ 第 １ 管 路 ４ １ ） ４ ５ を 通 過 す る と 第 １ 減 衰 力 を 、 第 ２ オ リ フ ィ ス （ 第 ２ 管 路 ４ ３
） ４ ７ を 通 過 す る と 第 ２ 減 衰 力 を 試 料 室 ５ と 空 気 ば ね ３ と か ら な る 系 の 振 動 に 与 え る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 ４ を 用 い て 図 ３ の 電 気 的 構 成 を 説 明 す る 。 ５ １ は 操 作 者 が 選 択 的 に 押 す 除 振 ス
イ ッ チ ２ ３ 、 制 振 ス イ ッ チ ２ ５ か ら の 信 号 を 取 り 込 ん で 、 電 磁 切 り 替 え 弁 ４ ９ を 駆 動 す る
制 御 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 上 記 構 成 の 作 動 を 説 明 す る 。 高 倍 率 ・ 高 分 解 能 で 観 察 す る 場 合 （ 除 振 性 能 を 重
視 す る 場 合 ） に は 、 操 作 者 は 、 除 振 ス イ ッ チ ２ ３ を 押 す 。 制 御 手 段 ５ １ は 除 振 ス イ ッ チ ２
３ が 押 さ れ る と 、 電 磁 切 り 替 え 弁 ４ ９ を 駆 動 し て 、 空 気 ば ね ３ に 導 入 さ れ る 圧 縮 空 気 が 第
１ オ リ フ ィ ス （ 第 １ 管 路 ４ １ ） ４ ５ を 通 過 す る よ う に す る 。 す る と 、 空 気 ば ね ３ は 図 ６ の
Ａ 除 振 重 視 の 特 性 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 試 料 室 の ス テ ー ジ を 移 動 さ せ る 場 合 （ 制 振 性 能 を 重 視 す る 場 合 ） に は 、 操 作 者 は
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制 振 ス イ ッ チ ２ ５ を 押 す 。 制 御 手 段 ５ １ は 制 振 ス イ ッ チ ２ ５ が 押 さ れ る と 、 電 磁 切 り 替 え
弁 ４ ９ を 駆 動 し て 、 空 気 ば ね ３ に 導 入 さ れ る 圧 縮 空 気 が 第 ２ オ リ フ ィ ス （ 第 ２ 管 路 ４ ３ ）
４ ７ を 通 過 す る よ う に す る 。 す る と 、 空 気 ば ね ３ は 図 ６ の Ｂ 制 振 重 視 の 特 性 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
（ １ ） 除 振 を 行 う 場 合 と 制 振 を 行 う 場 合 と の ２ つ の 場 合 に 応 じ て 、 制 御 手 段 ５ １ は 試 料 室
と 空 気 ば ね と か ら な る 系 に 加 え る 減 衰 力 を 切 り 替 え る だ け な の で 、 制 御 が 容 易 で 、 チ ュ ー
ニ ン グ も 不 要 で 、 長 期 間 性 能 を 維 持 す る こ と が 可 能 で 、 予 測 外 の 力 が 作 用 し た 場 合 に 制 御
不 能 と な ら な い 。 更 に 、 高 価 な セ ン サ や 複 雑 な 制 御 回 路 等 が 不 要 と な る の で 、 安 価 で あ る
。
（ ２ ） 第 １ オ リ フ ィ ス ４ ５ 、 第 ２ オ リ フ ィ ス ４ ７ の オ リ フ ィ ス 径 を 変 え る こ と で 、 所 望 の
第 １ 減 衰 力 、 第 ２ 減 衰 力 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 尚 、 本 発 明 は 上 記 形 態 例 に 限 定 す る も の で は な い 。 上 記 形 態 例 で は 、 ウ エ ハ 観 察 用 走 査
型 電 子 顕 微 鏡 に 適 用 し た 場 合 で 説 明 を 行 っ た が 、 他 の 放 射 線 ビ ー ム 装 置 、 例 え ば 、 電 子 ビ
ー ム 描 画 装 置 や 半 導 体 プ ロ セ ス 評 価 装 置 ・ 分 析 装 置 等 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 第 １ 形 態 例 を ウ エ ハ 観 察 用 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 に 適 用 し た 場 合 の 発 明 部 分 の 構 成 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 電 気 的 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ 形 態 例 を ウ エ ハ 観 察 用 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 に 適 用 し た 場 合 の 発 明 部 分 の 構 成 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 電 気 的 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ウ エ ハ 観 察 用 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 の 構 成 図 で あ る
【 図 ６ 】 空 気 ば ね の 伝 達 特 性 （ 周 波 数 と 振 動 伝 達 率 と の 関 係 ） を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ３ 　 空 気 ば ね
　 ５ 　 試 料 室
　 １ １ 　 エ ア シ リ ン ダ
　 １ ５ 　 ゴ ム ダ ン パ
　 １ ９ 　 電 磁 切 り 替 え 弁
　 ２ １ 　 制 御 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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